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ならず沖縄方言も保持されている（図表は、白岩ほか 2011の P.29より抜粋）2）。 
 
【ブラジル・都市沖縄系エスニックコミュニティ】 
1世成人 →→ 1世子ども（準 2世）→→ 2世→→   3世 
日本国籍         日本国籍        ブラジル国籍 





○        ○         ×     × 
○        △         ×     × 




1世成人 →→ 1世子ども（準 1世）→→ 2世→→  3世 
日本国籍         日本国籍         日本・ボリビア二重国籍 
農業            農業            農業 




○         ○            ○     ○ 
○        △          △     × 




































H：ウン、ウン。マイカイ イチリツダッタラ イーンダケドネ。ソーモ イカナイカ、
ノガ ノーギョーカナ。テンキト キョーエーキョーゾン 5）。マ、アノー、ノーギョ













H：マ、デモ、ウン、モー マイカイ スタートラインワ イッショダカラ、イッキサク、
スタートラインニ タッテ、ゴールワ ヒトツダカラ、モー マイカイ ソレオ メザ
スシカナイデショ。スタートラインニ タッテ、マタ ゴール メザシテ、スタートラ












I：マ、バクチワ ウンニ マカセタ アレナンダケレドモ、ノーギョーワ ウンダケジャ
ナイカラナ。 
（ま、博打は運に任せたあれなんだけれども、農業は運だけじゃないからな。） 
H：ソーダネー。マタ イロンナ ヨーソモ フクマレテ、イカニ リスクオ スクナメ
ニ スルカッテユーノガ マタ ヒトツノ シゴトダカラネ、ノーギョーワ。タノシ









K：オキナワ第一移住地在住。2 世。1978 年生まれ（収録当時 28 歳）。男性。オキナワ第
一移住地生まれ。ボリビア国籍。収録当時の職業は農業・自営業。 
 






J：イッシュン、イヤー、イッシュン、イヤ オレ オボエテネーヨ アンマリ。Yo,（K：






トバイ スグ アッカン ナッテヨ。｛笑い｝オモシロカッタ、アレ。（J：アー）ダカ
ラ オドロイタノヨ、ダカラ。アレ、ホントニ、ンー、ジメンニ イルノ キヅカナ







J：ホントヨネ、ナンカ ヒトリテカ、デモ オレ サイショニ ビックリシタノワ オレ、
カノジョ、コロシタノカト オモッタヨ ホントニ。 
（ほんとだよね、なんか1人というか、でも俺最初にびっくりしたのは俺、彼女、殺した
のかと思ったよ、ほんとに8）。） 
K：アノー、ソレ、イツモ アンナ。ヤッパリ ジブンワサ、アノー ナンテユーノ？
Consicienteノトキワサ、（J：ウン）パットサ、カンガエンノワサ、ナニカ アッタッテ
ユーノ アタマ キテ。ナニト ブツカッタトカサ、ナニガ アッタ、ソレ アタマ






K：ダカラ、「ア、イキテルナ」ト オモッタラ 「ア」ト オモッテ ヨコ ミタラサ、
トナリニ carretónガ アルカラ（J：ウン）、デ、シッテル オジサンダカラサ、「ダイ
ジョーブカ？」ッタラ、「ア、ダイジョーブダヨ」ッテ。「ホント ダイジョーブカ」「ダ


























｛Gの笑い｝コージョーカイ イジャス、イジャスンチ。  
（来年。大丈夫でしょう。少ない量なら。たくさん植えたら、｛Gの笑い｝工場に出すっ
て。）  













H：アー。カティーネー、ウユバーリッサヤ、ウン。トクニ ナマ コージョーガ ムル
ウージーサ、ウージ チクヤーガ マンディ、イッパイ ソークトゥ、ナマ。 
  （あー。借りてなら、何とかなるだろうね、うん。特に今工場がみんなサトウキビをさ、
サトウキビ作りをする人が多くてね、いっぱいしているから、今。） 
















G：クスイ マチュガヤーンディチ ウムトータシガ、ナー。 
 （薬【農薬】を撒こうかなーって思っていたけど、もう。） 




ともに保持されており 9）、20代の 2世では、日本語が保持されている 10）。一方、ブラジル
の場合、次に示す 20代の 2世の談話に見られるように、日本語運用能力が低くなる。下記





































































① ブラジル サンパウロ市 ビラカロン地区 
② ボリビア オキナワ第一移住地 
 
2）言語生活調査の概要は表 1のとおりである。 
【表 1 言語生活調査の概要】 
調査地点名 ビラカロン（ブラジル） オキナワ第一移住地（ボリビア） 














調査地在住の女性 7 名 





／2 世、3 世用）」の日本語学習歴に関する項目と、「7. 日本語・方言教育意識」の項目を
中心に分析を行う。 
【表 2 言語生活調査の項目】 
  項目名   項目名 
1 個人的属性 1：社会的属性（全世代共通） 6 
日本語能力・方言能力・現地語（ポルトガル
語、スペイン語）能力意識 
2 個人的属性 2：言語生活史（1世用／2世以下用） 7 日本語・方言教育意識 
3 家庭での言語使用 8 訪日経験（デカセギ経験）と言語意識 
4 メディア・娯楽と言語使用 9 コロニア語・方言をめぐる意識 













【表 3 分析対象者の世代別分布】 
 ビラカロン（ブラジル） オキナワ第一移住地（ボリビア） 
1 世成人 9 21 
1 世子ども 10 12 
2 世 36 52 
3 世 13 8 








































【表 4 日本語学校の通学経験の有無】 
 ビラカロン（ブラジル） オキナワ第一移住地（ボリビア） 
1 世 
子ども 
2 世 3 世 
1 世 
子ども 
































































2 世 3 世 
1 世 
子ども 

















































































でもっとも多いが、2年未満の人も約 17%いる。一方、ボリビアでは、約 79%の人が 6年









2 世 3 世 
1 世 
子ども 
2 世 3 世 


































































 ボリビアの 2世では、週 5回以上と回答する人が約 60%いる一方、ブラジルでは、約 28%



























2 世 3 世 
1 世 
子ども 
































































2 世 3 世 
1 世 
子ども 
























































































































































































































































































































だ」と考えている人が半数以上いる（ブラジル 56%、ボリビア 64%）。 
 






































































































ラジル 56%、ボリビア 58%）。 
 


















































































































   第四の特徴は、戦前のような全日制が採られることはなく、日本語学習は時間数が










































2 世 3 世 
1 世 
子ども 

































































2 世 3 世 
1 世 
子ども 



















































































































































































表 9と表 15の 2世の肯定的な回答をまとめると、次の表 16のようになる。上でも述べ
たように、沖縄方言学習については、「本人の希望次第」という回答が多くなるが、ブラジ
ルの方が、ボリビアよりも「ぜひ習わせたい」という回答が多いことは（ブラジル 33%、
ボリビア 17 %）、自己に関する意識と共通している。 
 




日本語 沖縄方言 日本語 沖縄方言 
ぜひ習わせたい 67% 33% 62% 17% 


































































































































































































































































































































日本語 沖縄方言 日本語 沖縄方言 
賛成する 56% 45% 58% 19% 























































































































2 世 3 世 
日本 21 12 2 1 
ボリビア 0 0 3 0 
二重国籍 0 0 45 6 
その他 0 0  2*   1** 



































14）この期間以外にも、ブラジルのビラカロン地区では、2005年 7月 26日から 28日まで、ボリビアのオ
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